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　以下の構造式：
【化１】

（式中、
　Ｒ１が、ハロゲン、アルキル、ハロアルキル、Ａｒ１、－ＯＲ３０、－Ｏ（ハロアルキ
ル）、－ＳＲ３０、－ＮＯ２、－ＣＮ、－ＮＣＳ、－Ｎ（Ｒ３１）２、－ＮＲ３１Ｃ（Ｏ
）Ｒ３０、－ＮＲ３１Ｃ（Ｏ）ＯＲ３２、－Ｎ（Ｒ３１）Ｃ（Ｏ）Ｎ（Ｒ３１）２、－Ｃ
（Ｏ）Ｒ３０、－Ｃ（Ｓ）Ｒ３０、－Ｃ（Ｏ）ＯＲ３０、－ＯＣ（Ｏ）Ｒ３０、－Ｃ（Ｏ
）Ｎ（Ｒ３１）２、－Ｓ（Ｏ）２Ｒ３０、－ＳＯ２Ｎ（Ｒ３１）２、－Ｓ（Ｏ）Ｒ３２、
－ＳＯ３Ｒ３０、－ＮＲ３１ＳＯ２Ｎ（Ｒ３１）２、－ＮＲ３１ＳＯ２Ｒ３２、－Ｖｏ－
Ａｒ１、－Ｖｏ－ＯＲ３０、－Ｖｏ－Ｏ（ハロアルキル）、－Ｖｏ－ＳＲ３０、－Ｖｏ－
ＮＯ２、－Ｖｏ－ＣＮ、－Ｖｏ－Ｎ（Ｒ３１）２、－Ｖｏ－ＮＲ３１Ｃ（Ｏ）Ｒ３０、－
Ｖｏ－ＮＲ３１ＣＯ２Ｒ３２、－Ｖｏ－Ｎ（Ｒ３１）Ｃ（Ｏ）Ｎ（Ｒ３１）２、－Ｖｏ－
Ｃ（Ｏ）Ｒ３０、－Ｖｏ－Ｃ（Ｓ）Ｒ３０、－Ｖｏ－ＣＯ２Ｒ３０、－Ｖｏ－ＯＣ（Ｏ）
Ｒ３０、－Ｖｏ－Ｃ（Ｏ）Ｎ（Ｒ３１）２－、－Ｖｏ－Ｓ（Ｏ）２Ｒ３０、－Ｖｏ－ＳＯ

２Ｎ（Ｒ３１）２、－Ｖｏ－Ｓ（Ｏ）Ｒ３２、－Ｖｏ－ＳＯ３Ｒ３０、－Ｖｏ－ＮＲ３１

ＳＯ２Ｎ（Ｒ３１）２、－Ｖｏ－ＮＲ３１ＳＯ２Ｒ３２、－Ｏ－Ｖｏ－Ａｒ１、－Ｏ－Ｖ

１－Ｎ（Ｒ３１）２、－Ｓ－Ｖｏ－Ａｒ１、－Ｓ－Ｖ１－Ｎ（Ｒ３１）２、－Ｎ（Ｒ３１

）－Ｖｏ－Ａｒ１、－Ｎ（Ｒ３１）－Ｖ１－Ｎ（Ｒ３１）２、－ＮＲ３１Ｃ（Ｏ）－Ｖｏ

－Ｎ（Ｒ３１）２、－ＮＲ３１Ｃ（Ｏ）－Ｖｏ－Ａｒ１、－Ｃ（Ｏ）－Ｖｏ－Ｎ（Ｒ３１

）２、－Ｃ（Ｏ）－Ｖｏ－Ａｒ１、－Ｃ（Ｓ）－Ｖｏ－Ｎ（Ｒ３１）２、－Ｃ（Ｓ）－Ｖ

ｏ－Ａｒ１、－Ｃ（Ｏ）Ｏ－Ｖ１－Ｎ（Ｒ３１）２、－Ｃ（Ｏ）Ｏ－Ｖｏ－Ａｒ１、－Ｏ
－Ｃ（Ｏ）－Ｖ１－Ｎ（Ｒ３１）２、－Ｏ－Ｃ（Ｏ）－Ｖｏ－Ａｒ１、－Ｃ（Ｏ）Ｎ（Ｒ
３１）－Ｖ１－Ｎ（Ｒ３１）２、－Ｃ（Ｏ）Ｎ（Ｒ３１）－Ｖｏ－Ａｒ１、－Ｓ（Ｏ）２

－Ｖｏ－Ｎ（Ｒ３１）２、－Ｓ（Ｏ）２－Ｖｏ－Ａｒ１、－ＳＯ２Ｎ（Ｒ３１）－Ｖ１－
Ｎ（Ｒ３１）２、－ＳＯ２Ｎ（Ｒ３１）－Ｖｏ－Ａｒ１、－Ｓ（Ｏ）－Ｖｏ－Ｎ（Ｒ３１

）２、－Ｓ（Ｏ）－Ｖｏ－Ａｒ１、－Ｓ（Ｏ）２－Ｏ－Ｖ１－Ｎ（Ｒ３１）２、－Ｓ（Ｏ
）２－Ｏ－Ｖｏ－Ａｒ１、－ＮＲ３１ＳＯ２－Ｖｏ－Ｎ（Ｒ３１）２、－ＮＲ３１ＳＯ２

－Ｖｏ－Ａｒ１、－Ｏ－［ＣＨ２］ｐ－Ｏ－、－Ｓ－［ＣＨ２］ｐ－Ｓ－および－［ＣＨ

２］ｑ－からなる群から選択される１個以上の置換基で任意に置換されるアリール基であ
り；
　各Ｖｏが、独立して、Ｃ１～Ｃ１０アルキレン基であり；
　各Ｖ１が、独立して、Ｃ２～Ｃ１０アルキレン基であり；
　Ａｒ１が、各々が独立して、ハロゲン、アルキル、アミノ、アルキルアミノ、ジアルキ
ルアミノ、アルコキシ、ニトロ、シアノ、ヒドロキシ、ハロアルコキシ、アルコキシカル



(4) JP 2018-87232 A5 2018.7.19

ボニル、アルキルカルボニルおよびハロアルキルからなる群から選択される１個以上の置
換基で任意に置換されるアリール基であり；
　各Ｒ３０が、独立して、
　　ｉ）水素；
　　ｉｉ）ハロゲン、アルキル、アミノ、アルキルアミノ、ジアルキルアミノ、アルコキ
シ、ニトロ、シアノ、ヒドロキシ、ハロアルコキシ、アルコキシカルボニル、アルキルカ
ルボニルおよびハロアルキルからなる群から選択される１個以上の置換基で任意に置換さ
れるアリール基；または
　　ｉｉｉ）ハロゲン、アミノ、アルキルアミノ、ジアルキルアミノ、アルコキシ、ニト
ロ、シアノ、ヒドロキシ、ハロアルコキシ、アルコキシカルボニル、アルキルカルボニル
およびハロアルキルからなる群から選択される１個以上の置換基で任意に置換されるアル
キル基であり；
　各Ｒ３１が、独立して、Ｒ３０、－ＣＯ２Ｒ３０、－ＳＯ２Ｒ３０もしくは－Ｃ（Ｏ）
Ｒ３０であり；または
　－Ｎ（Ｒ３１）２が一緒になって、任意に置換される非芳香族複素環基であり；
　各Ｒ３２が、独立して：
　　ｉ）ハロゲン、アルキル、アミノ、アルキルアミノ、ジアルキルアミノ、アルコキシ
、ニトロ、シアノ、ヒドロキシ、ハロアルコキシ、アルキルカルボニルおよびハロアルコ
キシおよびハロアルキルからなる群から選択される１個以上の置換基で任意に置換される
アリール基；または
　　ｉｉ）ハロゲン、アミノ、アルキルアミノ、ジアルキルアミノ、アルコキシ、ニトロ
、シアノ、ヒドロキシ、ハロアルコキシ、アルキルカルボニルおよびハロアルコキシおよ
びハロアルキルからなる群から選択される１個以上の置換基で任意に置換されるアルキル
基であり； 
　各ｐが、独立して、１、２、３または４であり； 
　各ｑが、独立して、３、４、５または６であり；
　－Ｎ（Ｒ２Ｒ３）が、ハロゲン、アルキル、ハロアルキル、－ＯＲ４０、－Ｏ（ハロア
ルキル）、－ＳＲ４０、－ＮＯ２、－ＣＮ、－Ｎ（Ｒ４１）２、－ＮＲ４１Ｃ（Ｏ）Ｒ４

０、－ＮＲ４１Ｃ（Ｏ）ＯＲ４２、－Ｎ（Ｒ４１）Ｃ（Ｏ）Ｎ（Ｒ４１）２、－Ｃ（Ｏ）
Ｒ４０、－Ｃ（Ｓ）Ｒ４０、－Ｃ（Ｏ）ＯＲ４０、－ＯＣ（Ｏ）Ｒ４０、－Ｃ（Ｏ）Ｎ（
Ｒ４１）２、－Ｓ（Ｏ）２Ｒ４０、－ＳＯ２Ｎ（Ｒ４１）２、－Ｓ（Ｏ）Ｒ４２、－ＳＯ

３Ｒ４０、Ａｒ２、Ｖ２－Ａｒ２、－Ｖ２－ＯＲ４０、－Ｖ２－Ｏ（ハロアルキル）、－
Ｖ２－ＳＲ４０、－Ｖ２－ＮＯ２、－Ｖ２－ＣＮ、－Ｖ２－Ｎ（Ｒ４１）２、－Ｖ２－Ｎ
Ｒ４１Ｃ（Ｏ）Ｒ４０、－Ｖ２－ＮＲ４１ＣＯ２Ｒ４２、－Ｖ２－Ｎ（Ｒ４１）Ｃ（Ｏ）
Ｎ（Ｒ４１）２、－Ｖ２－Ｃ（Ｏ）Ｒ４０、－Ｖ２－Ｃ（Ｓ）Ｒ４０、－Ｖ２－ＣＯ２Ｒ
４０、－Ｖ２－ＯＣ（Ｏ）Ｒ４０、－Ｖ２－Ｃ（Ｏ）Ｎ（Ｒ４１）２－、－Ｖ２－Ｓ（Ｏ
）２Ｒ４０、－Ｖ２－ＳＯ２Ｎ（Ｒ４１）２、－Ｖ２－Ｓ（Ｏ）Ｒ４２、－Ｖ２－ＳＯ３

Ｒ４０、－Ｏ－Ｖ２－Ａｒ２および－Ｓ－Ｖ２－Ａｒ２からなる群から選択される１個以
上の置換基で任意に置換される５員または６員非芳香族窒素含有複素環基であり；
　各Ｖ２が、独立して、Ｃ１～Ｃ４アルキレン基であり；
　Ａｒ２が、ハロゲン、Ｃ１～Ｃ６アルキル、アミノ、Ｃ１～Ｃ６アルキルアミノ、Ｃ１
～Ｃ６ジアルキルアミノ、Ｃ１～Ｃ６アルコキシ、ニトロ、シアノ、ヒドロキシ、Ｃ１～
Ｃ６ハロアルコキシ、Ｃ１～Ｃ６アルコキシカルボニル、Ｃ１～Ｃ６アルキルカルボニル
およびＣ１～Ｃ６ハロアルキルからなる群から選択される１個以上の置換基で各々が任意
に置換されるアリール基であり；
　各Ｒ４０が、独立して、
　　ｉ）水素；
　　ｉｉ）ハロゲン、Ｃ１～Ｃ６アルキル、アミノ、Ｃ１～Ｃ６アルキルアミノ、Ｃ１～
Ｃ６ジアルキルアミノ、Ｃ１～Ｃ６アルコキシ、ニトロ、シアノ、ヒドロキシ、Ｃ１～Ｃ
６ハロアルコキシ、Ｃ１～Ｃ６アルコキシカルボニル、Ｃ１～Ｃ６アルキルカルボニルお
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よびＣ１～Ｃ６ハロアルキルからなる群から選択される１個以上の置換基で任意に置換さ
れるアリール基；または
　　　ｉｉｉ）ハロゲン、アミノ、Ｃ１～Ｃ６アルキルアミノ、Ｃ１～Ｃ６ジアルキルア
ミノ、Ｃ１～Ｃ６アルコキシ、ニトロ、シアノ、ヒドロキシ、Ｃ１～Ｃ６ハロアルコキシ
、Ｃ１～Ｃ６アルコキシカルボニル、Ｃ１～Ｃ６アルキルカルボニルおよびＣ１～Ｃ６ハ
ロアルキルからなる群から選択される１個以上の置換基で任意に置換されるＣ１～Ｃ１０
アルキル基であり；
　各Ｒ４１が、独立して、Ｒ４０、－ＣＯ２Ｒ４０、－ＳＯ２Ｒ４０もしくは－Ｃ（Ｏ）
Ｒ４０であるか；または
　－Ｎ（Ｒ４１）２が一緒になって、任意に置換される非芳香族複素環基であり；
　各Ｒ４２が、独立して：
　　ｉ）ハロゲン、Ｃ１～Ｃ６アルキル、アミノ、Ｃ１～Ｃ６アルキルアミノ、Ｃ１～Ｃ
６ジアルキルアミノ、Ｃ１～Ｃ６アルコキシ、ニトロ、シアノ、ヒドロキシ、Ｃ１～Ｃ６
ハロアルコキシ、Ｃ１～Ｃ６アルコキシカルボニル、Ｃ１～Ｃ６アルキルカルボニルおよ
びＣ１～Ｃ６ハロアルキルからなる群から選択される１個以上の置換基で任意に置換され
るアリール基；または
　　ｉｉ）ハロゲン、アミノ、Ｃ１～Ｃ６アルキルアミノ、Ｃ１～Ｃ６ジアルキルアミノ
、Ｃ１～Ｃ６アルコキシ、ニトロ、シアノ、ヒドロキシ、Ｃ１～Ｃ６ハロアルコキシ、Ｃ
１～Ｃ６アルコキシカルボニル、Ｃ１～Ｃ６アルキルカルボニルおよびＣ１～Ｃ６ハロア
ルキルからなる群から選択される１個以上の置換基で任意に置換されるＣ１～Ｃ１０アル
キル基であり；
　Ｒ５およびＲ６が、各々、独立して、－Ｈ；－ＯＨ；ハロゲン；または低級アルコキシ
または低級アルキル基であり；
　ｎが、１、２、３、４、５または６であり；ならびに
　Ｒ４が、任意に置換されるアリール基である）
によって表される多発性嚢胞腎疾患の治療における使用のための化合物またはその薬学的
に許容可能な塩。
【請求項２】
　Ｒ１が、ハロゲン、シアノ、ニトロ、Ｃ１～Ｃ６アルキル、Ｃ１～Ｃ６ハロアルキル、
－ＯＲ３０、－ＳＲ３０、－Ｎ（Ｒ３１）２、Ａｒ１、－Ｖ０－ＯＲ３０、－Ｖ０－Ｎ（
Ｒ３１）２、－Ｖ０－Ａｒ１、－Ｏ－Ｖ０－Ａｒ１、－Ｏ－Ｖ１－Ｎ（Ｒ３１）２、－Ｓ
－Ｖ０－Ａｒ１、－Ｓ－Ｖ１－Ｎ（Ｒ３１）２、－Ｎ（Ｒ３１）－Ｖ０－Ａｒ１、－Ｎ（
Ｒ３１）－Ｖ１－Ｎ（Ｒ３１）２、－Ｏ－［ＣＨ２］ｐ－Ｏ－、－Ｓ－［ＣＨ２］ｐ－Ｓ
－および－［ＣＨ２］ｑ－からなる群から選択される１個以上の置換基で任意に置換され
るフェニル基であり；
　Ａｒ１が、ハロゲン、Ｃ１～Ｃ６アルキル、アミノ、Ｃ１～Ｃ６アルキルアミノ、Ｃ１
～Ｃ６ジアルキルアミノ、Ｃ１～Ｃ６アルコキシ、ニトロ、シアノ、ヒドロキシ、Ｃ１～
Ｃ６ハロアルコキシ、Ｃ１～Ｃ６アルコキシカルボニル、Ｃ１～Ｃ６アルキルカルボニル
およびＣ１～Ｃ６ハロアルキルからなる群から選択される１個以上の置換基で各々が任意
に置換されるフェニル基であり；
　各Ｒ３０が、独立して、
　　ｉ）水素；
　　ｉｉ）ハロゲン、Ｃ１～Ｃ６アルキル、アミノ、Ｃ１～Ｃ６アルキルアミノ、Ｃ１～
Ｃ６ジアルキルアミノ、Ｃ１～Ｃ６アルコキシ、ニトロ、シアノ、ヒドロキシ、Ｃ１～Ｃ
６ハロアルコキシ、Ｃ１～Ｃ６アルコキシカルボニル、Ｃ１～Ｃ６アルキルカルボニルお
よびＣ１～Ｃ６ハロアルキルからなる群から選択される１個以上の置換基で任意に置換さ
れるフェニル基；または
　　ｉｉｉ）ハロゲン、アミノ、Ｃ１～Ｃ６アルキルアミノ、Ｃ１～Ｃ６ジアルキルアミ
ノ、Ｃ１～Ｃ６アルコキシ、ニトロ、シアノ、ヒドロキシ、Ｃ１～Ｃ６ハロアルコキシ、
Ｃ１～Ｃ６アルコキシカルボニル、Ｃ１～Ｃ６アルキルカルボニルおよびＣ１～Ｃ６ハロ
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アルキルからなる群から選択される１個以上の置換基で任意に置換されるＣ１～Ｃ１０ア
ルキル基であり；ならびに
　各Ｒ３１が、独立して、Ｒ３０であるか、または、－Ｎ（Ｒ３１）２が任意に置換され
る非芳香族複素環基である、
請求項１に記載の化合物。
【請求項３】
　－Ｎ（Ｒ２Ｒ３）が、ハロゲン、Ｃ１～Ｃ５アルキル、Ｃ１～Ｃ５ハロアルキル、ヒド
ロキシル、Ｃ１～Ｃ５アルコキシ、ニトロ、シアノ、Ｃ１～Ｃ５アルコキシカルボニル、
Ｃ１～Ｃ５アルキルカルボニルまたはＣ１～Ｃ５ハロアルコキシ、アミノ、Ｃ１～Ｃ５ア
ルキルアミノ、およびＣ１～Ｃ５ジアルキルアミノからなる群から選択される１個以上の
置換基で任意に置換されるピロリジニル、アゼチジニル、ピペリジニル、ピペラジニルま
たはモルホリニル基である、請求項２に記載の化合物。
【請求項４】
　Ｒ４が、ハロゲン、Ｃ１～Ｃ１０アルキル、Ｃ１～Ｃ１０ハロアルキル、Ａｒ３、－Ｏ
Ｒ５０、－Ｏ（ハロアルキル）、－ＳＲ５０、－ＮＯ２、－ＣＮ、－Ｎ（Ｒ５１）２、－
ＮＲ５１Ｃ（Ｏ）Ｒ５０、－Ｃ（Ｏ）Ｒ５０、－Ｃ（Ｏ）ＯＲ５０、－ＯＣ（Ｏ）Ｒ５０

、－Ｃ（Ｏ）Ｎ（Ｒ５１）２、－Ｖ４－Ａｒ３、－Ｖ４－ＯＲ５０、－Ｖ４－Ｏ（ハロア
ルキル）、－Ｖ４－ＳＲ５０、－Ｖ４－ＮＯ２、－Ｖ４－ＣＮ、－Ｖ４－Ｎ（Ｒ５１）２

、－Ｖ４－ＮＲ５１Ｃ（Ｏ）Ｒ５０、－Ｖ４－Ｃ（Ｏ）Ｒ５０、－Ｖ４－ＣＯ２Ｒ５０、
－Ｖ４－ＯＣ（Ｏ）Ｒ５０、－Ｖ４－Ｃ（Ｏ）Ｎ（Ｒ５１）２－、－Ｏ－Ｖ４－Ａｒ３、
－Ｏ－Ｖ５－Ｎ（Ｒ５１）２、－Ｓ－Ｖ４－Ａｒ３、－Ｓ－Ｖ５－Ｎ（Ｒ５１）２、－Ｎ
（Ｒ５１）－Ｖ４－Ａｒ３、－Ｎ（Ｒ５１）－Ｖ５－Ｎ（Ｒ５１）２、－ＮＲ５１Ｃ（Ｏ
）－Ｖ４－Ｎ（Ｒ５１）２、－ＮＲ５１Ｃ（Ｏ）－Ｖ４－Ａｒ３、－Ｃ（Ｏ）－Ｖ４－Ｎ
（Ｒ５１）２、－Ｃ（Ｏ）－Ｖ４－Ａｒ３、－Ｃ（Ｏ）Ｏ－Ｖ５－Ｎ（Ｒ５１）２、－Ｃ
（Ｏ）Ｏ－Ｖ４－Ａｒ３、－Ｏ－Ｃ（Ｏ）－Ｖ５－Ｎ（Ｒ５１）２、－Ｏ－Ｃ（Ｏ）－Ｖ

４－Ａｒ３、－Ｃ（Ｏ）Ｎ（Ｒ５１）－Ｖ５－Ｎ（Ｒ５１）２、－Ｃ（Ｏ）Ｎ（Ｒ５１）
－Ｖ４－Ａｒ３、－Ｏ－［ＣＨ２］ｐ’－Ｏ－および－［ＣＨ２］ｑ’－からなる群から
選択される１個以上の置換基で、各々が任意におよび独立して置換されるアリール基であ
る、請求項３に記載の化合物。
【請求項５】
　以下の構造式：
【化２】

によって表される、請求項４に記載の化合物またはその薬学的に許容可能な塩。
【請求項６】
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　Ｒ４が：
【化３】

（式中：
　環Ａ～Ｚ５の各々は、任意におよび独立して置換される）
からなる群から選択される、請求項５に記載の化合物。
【請求項７】
　－Ｎ（Ｒ２Ｒ３）が、非置換のピロリジニル、アゼチジニル、ピペリジニル、ピペラジ
ニルまたはモルホリニル基である、請求項６に記載の化合物。
【請求項８】
　Ｒ４が、ハロゲン、シアノ、アミノ、ニトロ、Ａｒ３、Ｃ１～Ｃ６アルキル、Ｃ１～Ｃ
６ハロアルキル、Ｃ１～Ｃ６アルコキシ、ヒドロキシおよびＣ１～Ｃ６ハロアルコキシか
らなる群から選択される１個以上の置換基で任意に置換されるビアリール基である、請求
項７に記載の化合物。
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【請求項９】
　任意に置換されるビアリール基が、任意に置換されるビフェニル基である、請求項８に
記載の化合物。
【請求項１０】
　－Ｎ（Ｒ２Ｒ３）がピロリジニルであり；ならびに
　Ｒ１が、－ＯＨ、－ＯＣＨ３、－ＯＣ２Ｈ５および－Ｏ－［ＣＨ２］ｐ－Ｏ－からなる
群から選択される１個以上の置換基で任意に置換されるフェニル基である
請求項９に記載の化合物。
【請求項１１】
　ｎが、１、２、３または４である、請求項１０に記載の化合物。
【請求項１２】
　－（ＣＨ２）ｎ－Ｒ４が
【化４】

であり、式中、フェニル環Ａが、ハロゲン、シアノ、アミノ、ニトロ、Ａｒ３、Ｃ１～Ｃ
６アルキル、Ｃ１～Ｃ６ハロアルキル、Ｃ１～Ｃ６アルコキシ、ヒドロキシおよびＣ１～
Ｃ６ハロアルコキシからなる群から選択される１個以上の置換基で任意に置換される、請
求項６に記載の化合物。
【請求項１３】
　－Ｎ（Ｒ２Ｒ３）がピロリジニルであり；ならびに
　Ｒ１が、－ＯＨ、－ＯＣＨ３、－ＯＣ２Ｈ５および－Ｏ－［ＣＨ２］ｐ－Ｏ－からなる
群から選択される１個以上の置換基で任意に置換されるフェニル基である
請求項１２に記載の化合物。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００３６
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００３６】
　低級アルキル、アリールアルキルおよび環Ａ～Ｚ５を含む、Ｒ４により表される脂肪族
基およびアリール基の各々に対する好ましい置換基としては、ハロゲン、アルキル、ハロ
アルキル、Ａｒ３、Ａｒ３－Ａｒ３、－ＯＲ５０、－Ｏ（ハロアルキル）、－ＳＲ５０、
－ＮＯ２、－ＣＮ、－ＮＣＳ、－Ｎ（Ｒ５１）２、－ＮＲ５１Ｃ（Ｏ）Ｒ５０、－ＮＲ５

１Ｃ（Ｏ）ＯＲ５２、－Ｎ（Ｒ５１）Ｃ（Ｏ）Ｎ（Ｒ５１）２、－Ｃ（Ｏ）Ｒ５０、－Ｃ
（Ｓ）Ｒ５０、－Ｃ（Ｏ）ＯＲ５０、－ＯＣ（Ｏ）Ｒ５０、－Ｃ（Ｏ）Ｎ（Ｒ５１）２、
－Ｓ（Ｏ）２Ｒ５０、－ＳＯ２Ｎ（Ｒ５１）２、－Ｓ（Ｏ）Ｒ５２、－ＳＯ３Ｒ５０、－
ＮＲ５１ＳＯ２Ｎ（Ｒ５１）２、－ＮＲ５１ＳＯ２Ｒ５２、－Ｖ４－Ａｒ３、－Ｖ４－Ｏ
Ｒ５０、－Ｖ４－Ｏ（ハロアルキル）、－Ｖ４－ＳＲ５０、－Ｖ４－ＮＯ２、－Ｖ４－Ｃ
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Ｎ、－Ｖ４－Ｎ（Ｒ５１）２、－Ｖ４－ＮＲ５１Ｃ（Ｏ）Ｒ５０、－Ｖ４－ＮＲ５１ＣＯ

２Ｒ５２、－Ｖ４－Ｎ（Ｒ５１）Ｃ（Ｏ）Ｎ（Ｒ５１）２、－Ｖ４－Ｃ（Ｏ）Ｒ５０、－
Ｖ４－Ｃ（Ｓ）Ｒ５０、－Ｖ４－ＣＯ２Ｒ５０、－Ｖ４－ＯＣ（Ｏ）Ｒ５０、－Ｖ４－Ｃ
（Ｏ）Ｎ（Ｒ５１）２－、－Ｖ４－Ｓ（Ｏ）２Ｒ５０、－Ｖ４－ＳＯ２Ｎ（Ｒ５１）２、
－Ｖ４－Ｓ（Ｏ）Ｒ５２、－Ｖ４－ＳＯ３Ｒ５０、－Ｖ４－ＮＲ５１ＳＯ２Ｎ（Ｒ５１）

２、－Ｖ４－ＮＲ５１ＳＯ２Ｒ５２、－Ｏ－Ｖ４－Ａｒ３、－Ｏ－Ｖ５－Ｎ（Ｒ５１）２

、－Ｓ－Ｖ４－Ａｒ３、－Ｓ－Ｖ５－Ｎ（Ｒ５１）２、－Ｎ（Ｒ５１）－Ｖ４－Ａｒ３、
－Ｎ（Ｒ５１）－Ｖ５－Ｎ（Ｒ５１）２、－ＮＲ５１Ｃ（Ｏ）－Ｖ４－Ｎ（Ｒ５１）２、
－ＮＲ５１Ｃ（Ｏ）－Ｖ４－Ａｒ３、－Ｃ（Ｏ）－Ｖ４－Ｎ（Ｒ５１）２、－Ｃ（Ｏ）－
Ｖ４－Ａｒ３、－Ｃ（Ｓ）－Ｖ４－Ｎ（Ｒ５１）２、－Ｃ（Ｓ）－Ｖ４－Ａｒ３、－Ｃ（
Ｏ）Ｏ－Ｖ５－Ｎ（Ｒ５１）２、－Ｃ（Ｏ）Ｏ－Ｖ４－Ａｒ３、－Ｏ－Ｃ（Ｏ）－Ｖ５－
Ｎ（Ｒ５１）２、－Ｏ－Ｃ（Ｏ）－Ｖ４－Ａｒ３、－Ｃ（Ｏ）Ｎ（Ｒ５１）－Ｖ５－Ｎ（
Ｒ５１）２、－Ｃ（Ｏ）Ｎ（Ｒ５１）－Ｖ４－Ａｒ３、－Ｓ（Ｏ）２－Ｖ４－Ｎ（Ｒ５１

）２、－Ｓ（Ｏ）２－Ｖ４－Ａｒ３、－ＳＯ２Ｎ（Ｒ５１）－Ｖ５－Ｎ（Ｒ５１）２、－
ＳＯ２Ｎ（Ｒ５１）－Ｖ４－Ａｒ３、－Ｓ（Ｏ）－Ｖ４－Ｎ（Ｒ５１）２、－Ｓ（Ｏ）－
Ｖ４－Ａｒ３、－Ｓ（Ｏ）２－Ｏ－Ｖ５－Ｎ（Ｒ５１）２、－Ｓ（Ｏ）２－Ｏ－Ｖ４－Ａ
ｒ３、－ＮＲ５１ＳＯ２－Ｖ４－Ｎ（Ｒ５１）２、－ＮＲ５１ＳＯ２－Ｖ４－Ａｒ３、－
Ｏ－［ＣＨ２］ｐ’－Ｏ－、－Ｓ－［ＣＨ２］ｐ’－Ｓ－、および－［ＣＨ２］ｑ’－が
挙げられる。より好ましくは、低級アルキル、アリールアルキルおよび環Ａ～Ｚ５を含む
、Ｒ４により表される脂肪族基およびアリール基の各々に対する置換基としては、ハロゲ
ン、Ｃ１～Ｃ１０アルキル、Ｃ１～Ｃ１０ハロアルキル、Ａｒ３、Ａｒ３－Ａｒ３、－Ｏ
Ｒ５０、－Ｏ（ハロアルキル）、－ＳＲ５０、－ＮＯ２、－ＣＮ、－Ｎ（Ｒ５１）２、－
ＮＲ５１Ｃ（Ｏ）Ｒ５０、－Ｃ（Ｏ）Ｒ５０、－Ｃ（Ｏ）ＯＲ５０、－ＯＣ（Ｏ）Ｒ５０

、－Ｃ（Ｏ）Ｎ（Ｒ５１）２、－Ｖ４－Ａｒ３、－Ｖ４－ＯＲ５０、－Ｖ４－Ｏ（ハロア
ルキル）、－Ｖ４－ＳＲ５０、－Ｖ４－ＮＯ２、－Ｖ４－ＣＮ、－Ｖ４－Ｎ（Ｒ５１）２

、－Ｖ４－ＮＲ５１Ｃ（Ｏ）Ｒ５０、－Ｖ４－Ｃ（Ｏ）Ｒ５０、－Ｖ４－ＣＯ２Ｒ５０、
－Ｖ４－ＯＣ（Ｏ）Ｒ５０、－Ｖ４－Ｃ（Ｏ）Ｎ（Ｒ５１）２－、－Ｏ－Ｖ４－Ａｒ３、
－Ｏ－Ｖ５－Ｎ（Ｒ５１）２、－Ｓ－Ｖ４－Ａｒ３、－Ｓ－Ｖ５－Ｎ（Ｒ５１）２、－Ｎ
（Ｒ５１）－Ｖ４－Ａｒ３、－Ｎ（Ｒ５１）－Ｖ５－Ｎ（Ｒ５１）２、－ＮＲ５１Ｃ（Ｏ
）－Ｖ４－Ｎ（Ｒ５１）２、－ＮＲ５１Ｃ（Ｏ）－Ｖ４－Ａｒ３、－Ｃ（Ｏ）－Ｖ４－Ｎ
（Ｒ５１）２、－Ｃ（Ｏ）－Ｖ４－Ａｒ３、－Ｃ（Ｏ）Ｏ－Ｖ５－Ｎ（Ｒ５１）２、－Ｃ
（Ｏ）Ｏ－Ｖ４－Ａｒ３、－Ｏ－Ｃ（Ｏ）－Ｖ５－Ｎ（Ｒ５１）２、－Ｏ－Ｃ（Ｏ）－Ｖ

４－Ａｒ３、－Ｃ（Ｏ）Ｎ（Ｒ５１）－Ｖ５－Ｎ（Ｒ５１）２、－Ｃ（Ｏ）Ｎ（Ｒ５１）
－Ｖ４－Ａｒ３、－Ｏ－［ＣＨ２］ｐ’－Ｏ－および－［ＣＨ２］ｑ’－が挙げられる。
より好ましくは、低級アルキル、アリールアルキルおよび環Ａ～Ｚ５を含む、Ｒ４により
表される脂肪族基およびアリール基の各々に対する置換基としては、ハロゲン、シアノ、
ニトロ、Ｃ１～Ｃ１０アルキル、Ｃ１～Ｃ１０ハロアルキル、アミノ、Ｃ１～Ｃ１０アル
キルアミノ、Ｃ１～Ｃ１０ジアルキルアミノ、アリール、アリールオキシ、ヒドロキシ、
Ｃ１～１０アルコキシ、－Ｏ－［ＣＨ２］ｐ－Ｏ－または－［ＣＨ２］ｑ－が挙げられる
。さらにより好ましくは、低級アルキル、アリールアルキルおよび環Ａ～Ｚ５を含む、Ｒ
４により表される脂肪族基およびアリール基の各々に対する置換基としては、ハロゲン、
シアノ、アミノ、ニトロ、Ａｒ３、Ｃ１～Ｃ６アルキル、Ｃ１～Ｃ６ハロアルキル、Ｃ１
～Ｃ６アルコキシ、ヒドロキシおよびＣ１～Ｃ６ハロアルコキシが挙げられる。さらによ
り好ましくは、低級アルキル、アリールアルキルおよび環Ａ～Ｚ５を含む、Ｒ４により表
される脂肪族およびアリール基の各々に対する置換基としては、－ＯＨ、－ＯＣＨ３、－
ＯＣ２Ｈ５および－Ｏ－［ＣＨ２］ｐ’－Ｏ－が挙げられる。
【手続補正３】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００３７
【補正方法】変更
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【補正の内容】
【００３７】
　好ましくは、フェニル環Ａは、ハロゲン、シアノ、ニトロ、Ｃ１～Ｃ１０アルキル、Ｃ
１～Ｃ１０ハロアルキル、アミノ、Ｃ１～Ｃ１０アルキルアミノ、Ｃ１～Ｃ１０ジアルキ
ルアミノ、－ＯＲ５０、－Ａｒ３、－Ｖ４－Ａｒ３、－Ｖ４－ＯＲ５０、－Ｏ（Ｃ１～Ｃ
１０ハロアルキル）、－Ｖ４－Ｏ（Ｃ１～Ｃ１０ハロアルキル）、－Ｏ－Ｖ４－Ａｒ３、
－Ｏ－［ＣＨ２］ｐ－Ｏ－および－［ＣＨ２］ｑ－からなる群から選択される１個以上の
置換基で任意により置換されている。より好ましくは、フェニル環Ａは、ハロゲン、シア
ノ、ニトロ、Ｃ１～Ｃ１０アルキル、Ｃ１～Ｃ１０ハロアルキル、アミノ、Ｃ１～Ｃ１０
アルキルアミノ、Ｃ１～Ｃ１０ジアルキルアミノ、アリール、アリールオキシ、ヒドロキ
シ、Ｃ１～１０アルコキシ、－Ｏ－［ＣＨ２］ｐ－Ｏ－および－［ＣＨ２］ｑ－からなる
群から選択される１個以上の置換基で任意により置換されている。さらにより好ましくは
、フェニル環Ａは、－ＯＨ、－ＯＣＨ３および－ＯＣ２Ｈ５からなる群から選択される１
個以上の置換基で任意により置換されている。具体的には、Ｒ４がフェニル環Ａである場
合、環Ａの置換基の少なくとも１個はパラ位にある。
【手続補正４】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０１３０
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０１３０】
　フェニル環Ａは、ハロゲン、シアノ、ニトロ、Ｃ１～Ｃ１０アルキル、Ｃ１～Ｃ１０ハ
ロアルキル、アミノ、Ｃ１～Ｃ１０アルキルアミノ、Ｃ１～Ｃ１０ジアルキルアミノ、－
ＯＲ５０、－Ａｒ３、－Ｖ４－Ａｒ３、－Ｖ４－ＯＲ５０、－Ｏ（Ｃ１～Ｃ１０ハロアル
キル）、－Ｖ４－Ｏ（Ｃ１～Ｃ１０ハロアルキル）、－Ｏ－Ｖ４－Ａｒ３、－Ｏ－［ＣＨ

２］ｐ’－Ｏ－および－［ＣＨ２］ｑ’－からなる群から選択される１個以上の置換基で
任意により置換されている。


	header
	written-amendment

